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南アフリカ 生食用ブドウの輸出は２０２３/２４年度に１７％増加 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２４年４月１５日 

南アフリカの２０２３/２４年度シーズンの生食用ブドウの出荷量は改訂予測とほぼ一致し、シーズン末までの

検査数量は合計７,５７０万箱、輸出数量は合計７,３５０万箱であった（４.５kg/箱換算）。 

今般ＳＡＴＩ（南アフリカ生食用ブドウ産業協会）のＣＥＯを退任するＡ．Ｊ．グルーゼル氏は、「一般的な受け

止めとしては、今シーズンは物流上の問題のために機会を逃したということであるが、同時に、ほとんどの生

産者は全般的に許容できるシーズンだったと感じている」と述べた。同氏は、２０２３/２４年度シーズンは物流

上の課題が浮上し、船会社、物流関係者及び出荷業者が協力して代替策を見つける必要があったと言う。 

今シーズンの当初の予想出荷量は７,３００万箱であった。その後、オレンジ川流域で予想よりも収穫量が多

く、合計２,４２０万箱を梱包したため、この予測は２０２４年１月に更新された。 

過去１０年間で、南アフリカの生食用ブドウ産業は、検査数量で年２.７％（複利計算）の成長を記録した。 

２０２３/２４年度シーズンは、その中盤から後半にかけてのヘックス川流域での天候パターンの変化と降雨

により、昨シーズンよりも２〜３週間早く終了した。 

ＳＡＴＩのジャック・フェレイラ商務部長は次のように述べている。 

「２０２３/２４年度の生食用ブドウ輸出シーズンに最悪だったのは、おそらくコンテナ船ＭＳＣマッティーナ号

とサンタクララ号の遅延であろう。カナダ/アメリカ向けに約５０万箱を輸送したＭＳＣマッティーナ号は、昨年

の第５２週（年末）にケープタウン港多目的ターミナル（ＣＴＭＰＴ）でのクレーンの故障により大幅に遅延した。

４００万箱以上を輸送したサンタクララ号は今年の第２週に生じた遅延により、果実を積んだ６００以上の冷蔵

コンテナを置き去りにせざるを得ないところであった。」 

「ケープタウン港の負担を緩和するために複数の代替の港が利用された。生食用ブドウの輸出量全体の  

１０.６％に相当する合計７８０万箱がポートエリザベス港から輸出され、また９.６％に相当する合計７１０万箱が

非コンテナ船で輸出された。」 

「全体として、生食用ブドウの輸出量は昨シーズンと比較して１７％増加した（前シーズンの６,３９０万箱に対

し、２０２３/２４年度は７,３５０万箱）。一方、ケープタウン港のコンテナターミナル（ＣＴＣＴ）と多目的ターミナル

（ＭＰＴ）を合わせた輸出量は、前シーズンの５,６９０万箱から２０２３/２４年には５,３９０万箱へと５％以上（４０フ

ィートコンテナで８３３本相当）減少した。このシーズン中の昨年の第４８週（１１月末）から今年の第１３週（３月末）

までに、合計１４隻の非コンテナ船で生食用ブドウが輸出された。」 

南アフリカからの輸出品種のうち、最も増加したのは、スイートグローブ（+２８％）、オータムクリスプ（+２０％）、

アーリースイート（+２４％）及びアイボリー（+１２８％）であった。 

グリーゼル氏は、「ＳＡＴＩは業界団体として、将来の物流シナリオの改善に役立つ代替手段を模索してきた。

それは予測モデルの形であり、トランスノーヴァ・アフリカ社（物流コンサルタント会社）が今回導入しようとするも

のだ」と述べた。 
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